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令和３年第15回厚岸町教育委員会会議録

日 時 令和３年12月24日 午前10時00分
招 集

場 所 庁議室

開 会 日 時 令和３年12月24日 午前10時00分

閉 会 日 時 令和３年12月24日 午前11時12分

田 辺 正 保

濱 秀 利
出 席 委 員

森 脇 直 美

成 澤 幸 恵

欠 席 委 員

会議録署名 教 育 長 酒 井 裕 之

委 員 委 員 森 脇 直 美

会 議 事務局職員 管理課長 田 﨑 清 克

出 席 者 管理課長補佐 車 塚 洋

指導室長 廣 瀬 巧

学校給食ｾﾝﾀｰ所長 櫻 庭 康 江

生涯学習課長 早 川 知 記

海事記念館長 三 浦 博 哉

情報館館長 秋 田 裕 子

スポーツ課長 髙 橋 俊 彦

その他の者
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議事日程

日
議案番号 付 議 事 件

程

１ 開会

２ 会期の決定

３ 前回会議録の承認

４ 会議録署名委員の指名

５ （報告）

報告第６号 教育長の報告すべき事項について【報告済】

報告第７号 教育長の報告すべき事項について【報告済】

報告第８号 教育長の報告すべき事項について【報告済】

６ （議案）

議案第55号
令和４年度厚岸町一般会計予算（教育費）の申出について
【原案可決】

議案第56号
教育委員会の事務の管理及び執行状況に係る点検・評価報告書
について【原案可決】

７ 閉会
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令和３年第15回厚岸町教育委員会

令和３年12月24日

午前10時00分開会

●教育長 ただいまから、令和３年第15回厚岸町教育委員会を開

会します。これから、本日の会議を開きます。

なお、本日の日程は、既に配付されている日程表のと

おりであります。

●教育長 日程第２「会期の決定」についてであります。委員会

の会期を、本日、12月24日の１日間としてよろしいです

か。

（はい。の声）

●教育長 それでは、会期を本日12月24日の１日間といたします。

また、本日の付議事件のうち、議案第55号については、

会議規則第15条の規定により非公開とすることにしてよ

ろしいですか。

（はい。の声）

●教育長 では、そのように決定いたします。

●教育長 日程第３、「前回会議録の承認」についてであります。

令和３年11月25日に開会した第14回教育委員会の会議録

の承認についてでありますが、会議録署名委員の濱委員、

私がそれぞれ署名済みでありますので、これをもちまし

て承認とさせていただきます。

●教育長 日程第４、「会議録署名委員の指名」についてであり

ます。本日の会議録署名委員は、会議規則第17条の規定
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により、森脇委員を指名いたします。

●教育長 日程第５、報告第６号「教育長の報告すべき事項につ

いて」を議題といたします。職員は、報告内容の説明を

してください。

●管理課長 ただいま上程いただきました、報告第６号「教育長の

報告すべき事項について」、その内容をご説明申し上げ

ます。

議案書１ページをご覧願います。

厚岸町教育委員会会議規則による教育長の報告すべき

事項として、教育委員会教育委員の任命について、次の

とおり、ご報告いたします。

教育委員会委員の任命にあたっては、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、

議会の同意を得る必要があることから、12月８日から開

会されました令和３年厚岸町議会第４回定例会におい

て、報告第６号に記載のとおり、教育委員の任命につい

て同意を得たものであります。

濱委員におかれましては、今回で５期目となり、任期

は本日から４年間、令和７年12月23日までとなります。

以上、簡単な説明でしたが、報告第６号の内容説明と

させていただきますので、ご承認賜りますよう、よろし

くお願いいたします。

●教育長 内容は、教育委員会教育委員の任命についてでありま

す。これから質疑を行います。

（ありませんの声）

●教育長 なければ、報告第６号を終わります。

●教育長 次に、報告第７号「教育長の報告すべき事項について」
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を議題といたします。職員は、報告内容の説明をしてく

ださい。

●指導室長 ただいま上程いただきました報告第７号「教育長の報

告すべき事項について」、ご説明いたします。２ページ

をご覧ください。内容は、令和３年度厚岸町立中学校卒

業生進路（志望）状況についてであります。

３ページをご覧ください。

町内中学校３校の３年生72名に対して、12月10日まで

に各校で「三者面談」が実施されました。その中で確認

された進路志望状況について、ご報告いたします。

対象生徒72名、全員が進学を希望しており、うち１名

が特別支援学校高等部への進学を希望しております。

表の下欄、進路状況の内訳をご覧下さい。

厚岸翔洋高校への志望数は、普通科が16名、海洋資源

科が11名の合計27名で、全体の37％となっております。

釧路管内への進学は、湖陵高校７名、江南高校７名、

北陽高校12名、明輝高校６名、工業高校７名、商業高校

１名、釧路東高校１名、武修館高校２名となっており、

合計が43名で全体の60％となっております。

管外への希望は２名で３％となっております。

今回の調査は、12月10日現在の状況であり、今後、推

薦志願者の決定や出願等が実施されます。出願状況その

他によって、希望が変更となることもあります。

以上、大変簡単ではありますが、令和３年度厚岸町立

中学校卒業生進路志望状況についての報告を終わりま

す。

●教育長 内容は、令和３年度厚岸町立中学校卒業生進路（志望）

状況についてであります。これから質疑を行います。

（ありませんの声）
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●教育長 なければ、報告第７号を終わります。

●教育長 次に、報告第８号「教育長の報告すべき事項について」

を議題といたします。職員は、報告内容の説明をしてく

ださい。

●管理課長 ただいま上程いただきました報告第８号「教育長の報

告すべき事項について」、ご説明いたします。

議案書４ページをご覧願います。

令和３年10月開催の第13回厚岸町教育委員会におい

て、議案第52号で議決をいただきました「第６期厚岸町

総合計画に基づく３カ年実施計画（投資的事業）策定に

係る事業要望について」でありますが、先般、町長から

原案内示がなされましたので、その内容をご説明申し上

げます。

なお、内示された事業であっても、新年度予算編成の

中で調整される場合があることを、ご承知願います。

説明は、次ページの報告第８号説明資料により、それ

ぞれ所管課ごとに行っていきます。まず初めに、私から

は、管理課所管事業の整理番号131から136までをご説明

いたします。

整理番号131は、スクールバス整備事業です。

令和４年度に床潭線、令和５年度に太田線のスクール

バスを更新するもので、議案第52号では、事業費を、そ

れぞれ9,537千円として説明しましたが、その後、車両

の駆動方式を二輪駆動から四輪駆動に見直し、事業費を

10,626千円とし、要望どおり認められました。

次に整理番号132は、教員住宅解体事業です。

令和５年度に住の江１棟１戸、令和６年度に床潭１棟

１戸の教員住宅解体を要望していましたが、１年次先送

りされ、令和６年度に住の江１棟１戸が内示されました。

次に整理番号133は、住宅供給公社教員住宅譲渡償還

金です。
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平成９年度に取得した有明地区の教員住宅、平成10年

度に取得した宮園地区の教員住宅、それぞれの償還金で、

要望どおり認められました。

次に整理番号134は、校務用コンピュータ譲渡償還金

です。

令和元年度に整備した、校務用コンピュータシステム

に関する譲渡償還金で、要望どおり認められました。

次に整理番号135は、厚岸中学校屋内運動場暖房設備

改修事業です。

老朽化した体育館の電気暖房設備を、灯油による温風

暖房設備に改修するもので、要望どおり認められました。

次に整理番号136は、厚岸翔洋高等学校ＩＣＴ支援事

業です。

議案第52号では、各年度50台、それぞれ2,250千円を

要望していましたが、その後、翔洋高校と調整を行い、

各年度40台を町で購入し、令和５年度及び６年度の入学

生に貸与する方向としており、事業費はそれぞれ1,800

千円が要望どおり認められました。

なお、令和４年度入学生につきましては、北海道が整

備した端末を翔洋高校が貸与することになっています。

以上、簡単でありますが、管理課の部分に係るご説明

とさせていただきます。

●生涯学習課 続きまして、私からは、生涯学習課の所管事項に関す

長 る事業について、ご報告いたします。

整理番号137「情報館図書管理システム整備事業」。

本事業のうち、令和３年度電子図書館整備事業は、

1,100千円、要望どおりであります。電子図書400冊の整

備ですが、ある程度の蔵書を蓄積する必要があるため、

令和６年度まで年1,100千円、400冊を３年間整備するも

のであります。

令和４年度ホームページ改修業務委託110千円は、電

子図書館整備に伴う改修で、要望どおり登載であります。
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テレビ会議システム整備789千円及び風除室電子掲示

板機器整備211千円は、見送りであります。

令和５年度図書管理システム更新事業17,600千円は要

望どおり登載であります。

整理番号138「海事記念館屋上防水シート修繕事業」

であります。令和５年度事業で海事記念館について経年

劣化による屋上防水シートの割れや浮き上がりなどの修

繕工事費18,490千円は、現在、屋内への浸水、雨漏りは

なく財源を見込めないことから登載見送りであります。

整理番号139「神岩チャシ跡及び竪穴群現況地形測量

事業」であります。

今年度実施したレーザー測量によるデータに基づく、

３Ｄ模型の制作11,778千円で、要望どおりであります。

この事業につきましては、アイヌ施策推進交付金を活用

するものであります。

以上、生涯学習課が所管する原案内示の報告とさせて

いただきます。

●スポーツ課 私からは、スポーツ課関係について、ご報告いたしま

長 す。

整理番号140「多目的屋内スポーツ施設整備事業」に

ついては、過疎債を充当し、事業費132,764千円で要望

どおり内示を受けました。

整理番号141「宮園公園施設耐震改修事業」について

は、海洋センター・勤労者体育センターの耐震診断です

が、診断後の方針が決定されていないことから登載を見

送りとなりました。

スポーツ課としては、両体育館の耐用年数が迫ってい

ることから、今後、総合体育館建設の検討を中長期的に

行いたいと考えております。

整理番号142「宮園公園屋外スポーツ施設改修事業」

については、スケートリンクとサッカー場の改修ですが、

スケートリンクについては、安価な方法で再検討するこ
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と。また、サッカー場については、整備の再検討をする

よう登載の見送りとなりました。

以上、スポーツ課所管の３カ年事業実施計画の内示結

果の報告とさせていただきます。

●教育長 内容は、「第６期厚岸町総合計画第３次実施計画原案

内示について」であります。これから質疑を行います。

課ごとに質疑を進めたいと思います。

まず、はじめに管理課に関わって何かありませんか。

●濱委員 整理番号138「海事記念館屋上防水シート修繕事業」

についてですが、今のところは、雨漏りはないかもしれ

ませんが、経年劣化でかなり古くなっているので、漏っ

てからでは遅いので、継続して来年度以降も要望してい

くという考えはないのでしょうか。

●生涯学習課 この事業につきましては、雨漏りしてしまいますと、

長 館内で保管している文化財等にも影響してしまいますの

で、それを防ぐためにも、来年度以降も要望していきた

いと思っております。

課題としまして、修繕工事費が18,490千円とかなり高

額となりますので、今回の内部協議でも検討したのです

が、３回に分けての工事実施など、そういう点も考えて

おりますので、３ヵ年計画に登載して早期に実施できる

ように来年度以降も要望していきたいと考えておりま

す。

●教育長 他にございませんか。

（ありませんの声）

●教育長 なければ、報告第８号を終わります。



-10-

●教育長 日程第６、これより非公開事件の議案第55号「令和４

年度厚岸町一般会計予算（教育費）の申出について」を

議題といたします。職員は、提案理由と議案内容の説明

をお願いします。

【新年度予算公開により会議録に掲載】

●管理課長 ただいま上程いただきました、議案第55号「令和４年

度厚岸町一般会計予算（教育費）の申出について」、そ

の提案理由とその内容をご説明いたします。

令和４年度厚岸町一般会計予算のうち、教育に関する

事務に係る教育費に関し、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第29条の規定により、厚岸町長に申し出い

たしたく、本案を提出するものであります。

まずはじめに、教育費全体の歳入・歳出予算について、

ご説明いたします。

議案第55号説明資料「平成４年度厚岸町一般会計予算

（教育費）事項別明細書」の１ページをご覧願います。

歳入であります。

15款使用料及び手数料から22款諸収入まで、前年度予

算額から3,780千円増の29,328千円を計上しております。

次に歳出であります。３ページをご覧願います。

９款教育費、前年度予算額から13,3 3 7千円減の

537,964千円を計上しております。

詳細につきましては、各課からご説明いたします。

それでは、私からは管理課所管部分についてご説明い

たしますが、前年度当初予算と比べ、金額が大きく増減

した事業及び内容に変更が生じた事業に絞ってご説明い

たします。

１ページにお戻りください。歳入であります。

16款国庫支出金、２項国庫補助金、８目教育費国庫補

助金、２節小学校費補助金、へき地児童生徒援助費等補

助金3,750千円、新規計上であります。
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報告第８号でもご説明いたしました、スクールバス整

備事業に対する国庫補助金で、事業費10,517,980円に対

し、補助上限額の3,750千円を計上いたしました。

同じく、３節中学校費補助金、学校施設環境改善交付

金7,017千円、新規計上であります。

報告第８号でもご説明いたしました、厚岸中学校屋内

運動場暖房設備改修事業に対する国庫補助金で、事業費

20,845千円に対し３分の１の補助率を乗じた7,017千円

を計上いたしました。

続きまして歳出であります。５ページをご覧願います。

９款教育費、１項教育総務費、３目教育振興費、130

厚岸翔洋高等学校ＩＣＴ支援事業1,800千円、新規計上

であります。

こちらも報告第８号でご説明いたしましたが、厚岸翔

洋高等学校に対する支援として、来年度から始まる１人

１台のコンピュータ授業にあたり、町が端末を購入し、

生徒に貸与するもので、40台分の購入費用を計上いたし

ました。

続いて８ページをご覧願います。

040町立教育研究所3,406千円で、前年度と比較し

1,653千円の増であります。

３年ごとに改訂しています、社会科副読本「あっけし」

作成に伴う印刷製本費の増であります。

続いて070外国青年招致2,673千円で、前年度と比較し

2,281千円の増であります。

来年度、現在の外国語指導助手２人が任期満了となる

ことに伴う渡航費用と、新しく招致する外国語指導助手

２人に係る費用の増であります。

続いて10ページをご覧願います。

４目教員住宅費、010教員住宅4,223千円で、前年度と

比較して1,439千円の増であります。

主に教員住宅修繕料の増であります。

続いて020住宅供給公社教職員住宅譲渡償還金5,564千
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円で、前年度と比較して3,649千円の減であります。

報告第８号でもご説明いたしました、平成９年度に取

得した有明地区教員住宅の償還が終了することに伴う減

であります。

続いて12ページをご覧願います。

６目スクールバス管理費、010スクールバス運行委託

28,763千円で、前年度と比較して1,412千円の減であり

ます。

主に部活等に対応する便数減少に伴う減であります。

続いて16ページをご覧願います。

２項小学校費、２目学校管理費、010学校管理10,059

千円で、前年度と比較して1,950千円の減であります。

主に委託料の減で、今年度行ったＯＡ機器廃棄委託料

の計上がなくなったことによるものです。

続いて18ページをご覧願います。

050スクールバス整備事業10,630千円で、新規計上で

あります。

報告第８号並びに歳入でも説明いたしました床潭線の

スクールバス購入に伴う費用の計上であります。

続いて20ページをご覧願います。

050要・準要保護児童就学援助等8,953千円で、前年度

と比較して1,217千円の増であります。

対象児童数の増並びにオンライン学習に係る通信費の

追加に伴う増であります。

続いて４目諸費、001小学校感染症対策325千円で、新

規計上であります。

感染症対策に対する消耗品や医薬材料を購入するもの

で、令和２年度、令和３年度ともに補正予算で対応して

いたものであります。

続いて24ページをご覧願います。

３項中学校費、２目学校管理費、010学校管理9,184千

円で、前年度と比較して1,197千円の増であります。

主に学校設備の修繕料及び法令に基づく定期検査項目
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の追加に伴う委託料の増であります。

続いて26ページをご覧願います。

080厚岸中学校屋内運動場暖房設備整備事業20,885千

円で、新規計上であります。

報告第８号並びに歳入でも説明いたしました、厚岸中

学校体育館の暖房設備改修に伴う費用の計上でありま

す。

続いて、３目教育振興費、010中学校教育振興466千円

で、前年度と比較して2,742千円の減です。

主に消耗品の減で、今年度購入した教師用指導書等の

計上がなくなったことによるものです。

続いて28ページをご覧願います。

040要・準要保護生徒就学援助等8,816千円で、前年度

と比較して1,540千円の増であります。

対象生徒数の増並びにオンライン学習に係る通信費の

追加に伴う増であります。

続いて54ページをご覧願います。

６項保健体育費、４目学校給食費、020学校給食セン

ター30,663千円で、前年度と比較して4,505千円の増で

す。

主に調理用消耗品の購入、燃料や光熱水費、修繕に要

する費用の増であります。

以上が、管理課に関する令和４年度予算要望の内容と

なりますが、今後、財政部局との調整や理事者査定によ

り、予算額が変更になる場合があることをご了承願いま

す。ご審議の上、ご承認賜りますよう、お願い申し上げ

ます。

●生涯学習課 続きまして、私からは、生涯学習課の所管事項に関す

長 る予算の内容について、ご説明いたします。

議案第55号説明資料「平成４年度厚岸町一般会計予算（

教育費）事項別明細書」１ページの歳入であります。

16款国庫支出金、２項国庫補助金、８目教育費国庫補
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助金、５節社会教育費補助金、右側説明欄、アイヌ施策

推進交付金（文化財保護）9,579千円は、神岩チャシ跡

ほか遺跡調査11,975千円に充当するもので、８割の助成

率となっています。事業の内容につきましては歳出にお

いて説明させていただきます。

22款諸収入、６項雑入、３目雑入、右側説明欄、複写

機使用実費収入(情報館)４千円は情報館の複写機の使用

料、パソコン講座受講料102千円は５講座32人を見込ん

だ受講料、自動販売機設置電気料(情報館)42千円は、情

報館に設置している自動販売機１台の電気料収入の計上

です。

続きまして歳出でございます。27ページをお開き下さ

い。

９款教育費、５項社会教育費、１目社会教育総務費、

5,766千円、前年比603千円の増です。

28ページ右側説明欄、青少年問題協議会114千円、青

少年問題協議会開催に係る経費の計上です。

次に30ページ、社会教育委員501千円、社会教育委員

会議及び社会教育委員研修などに係る経費の計上です。

青少年育成センター177千円は、巡視補導及び社会を

明るくするなどに係る経費などの計上です。

社会教育活動1,096千円は、少年の主張大会などの記

念品や開催地となる管内社会教育委員研究大会経費、成

人式実行委員会などの社会教育関係団体への補助金など

の計上です。

芸術文化3,508千円は、次ページに渡り、幼児、小中

学生、一般町民の芸術文化を観賞する経費や町民文化祭

の運営並びに文化協会への補助金及び文化振興助成金に

係る経費などの計上です。

友好都市子ども交流3,700千円は、友好都市山形県村

山市と厚岸町の子どもたちの交流事業に係る経費であり

ますが、コロナ禍により２年間交流できない状況ですが、

令和４年度は村山市の子どもたちが来町し交流する予定
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であります。

次に、２目生涯学習推進費3,041千円、前年比180千円

の増、右側説明欄、生涯学習活動858千円、生涯学習に

関する講演会や体験講座を実施する経費や、これに伴う

事務費であります。

生涯学習施設2,183千円、真龍小学校にある生涯学習

施設の維持管理経費で、主なものは高齢者事業団に委託

している生涯学習施設管理委託料1,419千円となってい

ます。

次に33ページ、３目公民館運営費2,861千円、前年比

33,457千円の減、右側説明欄、公民館運営審議会65千円、

公民館運営審議会開催に係る経費の計上です。

公民館管理712千円、中央公民館・中央公民館末広・

筑紫恋・苫多分館の維持管理経費の計上です。

公民館活動2,084千円、生きがい大学に係る経費及び

福祉センターの事務室借上料1,742千円が主なものです。

次に、４目文化財保護費15,825千円、前年比22,654千

円の減、右側説明欄、前年度比は、令和３年度アッケシ

ソウ栽培地造成事業18,779千円、神岩チャシ跡及び竪穴

群測量調査14,452千円などの計上があったため、大きな

減額となっているものであります。

文化財専門委員会105千円は、次ページに渡り、文化

財専門委員会開催に係る経費の計上です。

文化財保護756千円、文化財の保存及び活用のための

経費の計上です。

史跡国泰寺跡整備検討委員会239千円、史跡国泰寺跡

整備検討委員会開催に係る経費の計上です。

神岩チャシ跡ほか遺跡調査11,975千円、次ページに渡

りますが、今年度、神岩チャシ跡及び竪穴群のレーザ測

量を行いました。来年度はこのデータに基づき全容が把

握できる立体的な３Ｄ模型を制作するもので、Ａ３版な

ど６つの模型となりますが、制作した模型は郷土館に展

示する予定であります。
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（竪穴群Ａ１版が１個、チャシ跡Ａ３番が５個）

アッケシソウ栽培地造成事業2,750千円、今年度整備

した造成地に、来年度、種をまき栽培しますが、委託と

して造成地内の土壌・水質の調査など2,189千円、案内

看板制作委託466千円、その他表土の撹拌や草刈り、除

草、湖内からの取水口のアマモ駆除などに要する経費で

あります。

次に６目博物館運営費9,048千円、前年比2,644千円の

減、右側説明欄、海事記念館・郷土館・太田屯田開拓記

念館運営審議会52千円、３館の協議会や審議会開催に係

る運営経費の計上です。

海事記念館8,334千円、次ページに渡り、海事記念館

の運営及び事業に係る経費のほか、主に修繕で海事記念

館西側のフェンス修繕634千円、全天周型投影機用の番

組借上げ1,760千円などであります。

郷土館182千円、太田屯田開拓記念館480千円は、それ

ぞれ電気料、電話料などの施設の運営に係る経費の計上

と、太田屯田開拓記念館備品購入は展示の説明表示とし

てデジタルサイネージの購入であります。

次に41ページ、６目情報館運営費29,907千円、前年比

74,968千円の減、右側説明欄、前年度比は、令和３年度

情報館整備事業として77,000千円の計上があったため大

きな減額となっているものであります。

情報館協議会156千円は、情報館協議会開催に係る経

費の計上です。

厚岸情報館26,769千円、次ページに渡り、情報館の運

営に係る経費であります。主に消耗品費では、一般事務

費に加え、月刊誌などの雑誌類の購入費、備品購入費で

は、CD、DVDなどの視聴覚資料と図書資料の図書教材購

入費10,000千円であります。

厚岸情報館分館652千円、情報館分館の運営に係る経

費を計上しております。

図書館バス運行623千円、図書館バスの運行に係る維
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持管理経費の計上です。

情報館通信技術講習434千円は、町民対象のＩＴ講習

を実施する経費で、５講座７回の講座開設するため経費

を計上しています。

ブックスタート63千円は、次ページに渡り、生後４ケ

月の赤ちゃんとその保護者を対象とし、34セットのブッ

クスタートパックを計上しております。

情報館図書管理システム整備事業1,210千円。システ

ム改修は令和５年度ですが、令和４年度では、電子図書

館の整備とこれに伴うホームページの改修を行うもので

す。電子書籍は、概ね１タイトル2,500円として400タイ

トル程を整備します。また、公共図書館が所蔵する郷土

資料や行政資料などについても、自前でデジタル化をし

なければなりませんが、電子図書として無料で扱うこと

ができます。

以上、生涯学習課に関する令和４年度予算要望の内容

説明とさせていただきます。

ご審議の上、ご承認賜りますよう、お願い申し上げま

す。

●スポーツ課 続きまして、スポーツ課所管分について、ご説明いた

長 します。

議案第55号説明資料「平成４年度厚岸町一般会計予算

（教育費）事項別明細書」１ページにお戻り願います。

歳入です。

15款使用料及び手数料、１項使用料、７目教育使用料

でございます。

２ページをご覧願います。４節保健体育使用料1,683

千円の計上、各スポーツ施設の使用料の計上です。

次に、22款諸収入、６項３目３節雑入、自動販売機設

置電気料(スポーツ施設）（温水プール）は、海洋セン

ターと温水プールに事業者が設置する自動販売機の電気

料収入の計上であります。
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次に47ページ、歳出でございます。

２目社会体育費 予算額157,707千円、前年比124,954

千円の増。主な増は、後ほど説明する多目的屋内スポー

ツ施設を整備することによる増でございます。

では、事業別に説明いたします。

48ページ、スポーツ推進審議会107千円の計上、10人

の委員による審議会で、スポーツの推進に関する事項を

審議する会議の委員報酬並びに費用弁償の計上でありま

す。

次に、社会体育一般1,373千円、スポーツ分野全般に

係る経費の計上で、旅費300千円中、３年毎に東京都で

開催されるＢ＆Ｇ全国指導員研修会が今年度延期となっ

たことから119千円を再度計上しております。

次に、スポーツ推進委員555千円、15人のスポーツ推

進委員の活動経費の計上で、毎年実施されております北

海道スポーツ推進委員研究協議会が釧路市で開催される

ことから、委員６名分の参加負担金及び食糧費を計上し

ております。

次に、50ページ、スポーツ施設19,379千円、スポーツ

施設の海洋センター・勤労者体育センター・宮園公園及

び上尾幌パークゴルフ場・野球場・スケートリンク等の

維持管理に係る経費の計上であります。

次に、スポーツ振興3,107千円、スポーツ振興に伴い

実施する各種事業の運営経費の計上が主なものでありま

すが、50ページ下の謝礼金130千円中、日本ハムファイ

ターズ佐藤龍世選手の野球教室を予定しており100千円

計上しております。

次に、52ページ、学校開放44千円、太田中学校で行わ

れている学校開放事業に要する謝礼金の計上でありま

す。

次に、多目的屋内スポーツ施設整備事業133,142千円、

新規計上、手数料378千円は検査手数料等の計上、備品

購入費2,755千円の計上は、施設内の暖房用のジェット
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ヒータ２台の他、主に野球・ゴルフ・パークゴルフ・陸

上の練習等で使用する備品の購入で、この施設は、再来

年の１月からの開館を予定し、屋内でスポーツができる

施設なため、雨天時及び冬期間において町民の運動不足

解消が図られ、また、施設を町外のスポーツ団体等に幅

広く情報発信し、スポーツ合宿の誘致に繋げたいと考え

ております。

次に、51ページ、３目温水プール運営費14,811千円、

前年比32,800千円の減、主な減は、令和４年度は施設の

改修工事を行わないことによる減でございます。

52ページ、説明欄、温水プール事業では14,811千円、

54ページに渡り、温水プールを運営する経費の計上であ

ります。

以上、令和４年度スポーツ課の予算要望の内容説明と

させていただきます。

ご審議の上、ご承認賜りますよう、よろしくお願いい

たします。

●教育長 内容は、町議会第１回定例会に提出される教育費に係

る予算の町長への申出についてであります。

これから質疑を行います。

まず、はじめに管理課所管事項の部分について、何か

ございますか。

●濱委員 18ページの「学校情報通信教育」の保守点検委託料

20,455千円ですが、中学校費では660千円とありまして、

この点、小学校と中学校とでどのような予算割振りにな

っているのでしょうか。

●管理課長 ご指摘のありました、小学校費と中学校費とでの「学

校情報通信教育」の保守点検委託料の割振りについてで

すが、コンピュータ教育、特にGIGAスクール構想に伴う

保守点検等に関する費用についてはすべてを小学校費に
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計上しております。そのため、約20,000千円程度の額に

なっている状況です。そして、中学校費につきましては、

中学校に設置しておりますプリンタ、これに関する保守

費用のみを計上しておりますので、660千円となってお

ります。

●教育長 次に生涯学習課所管事項について何かありますか。

●濱委員 38ページの「アッケシソウ栽培地整備事業」について、

委託料として2,655千円かかるということですが、具体

的にどういうような作業を想定しているのでしょうか。

●生涯学習課 作業についてですが、今回、３年間、試験栽培をまず

長 実施します。現在、４面を違う条件で、例えば、土壌の

高さや地質を違うものにするなど、異なる条件下で試験

栽培し、どの条件が一番いいのか、まず、この３年間で

モニタリングして判断し、さらに増殖できるよう取り進

めたいと考えております。

その際に、毎年行っていく必要な作業というのは、基

本的には土壌の表面を耕うん、種をまくという作業を毎

年繰り返していくことになります。今回の試験栽培にか

かる部分については、とりあえず、そのベースとなる土

壌の質の分析や水位、水質の分析、育成状況の確認など、

担当課直営では実施できないものについて、委託事業と

して行いたいと考えております。

また、直営でできる部分、例えば、土壌の表面を耕し、

種をまくですとか、除草を行うですとか、その他、毎日

の潮の満ち引きにより、造成地へ湖水を引き入れる取水

口の網に付着するゴミの除去など、そういった部分は直

営でできるかと思いますので、その際には、消耗品等で、

ゴム手袋や胴長などの購入するなどして整備していきた

いと考えております。

委託内容ですが、植生についても専門家からアドバイ
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スをもらうなどを想定しており、現在、アドバイスをい

ただいているのは東京農業大学の先生からなのですが、

こういう専門家と協議を行い、植生環境の確認と一番適

した育成のための条件を整理しいくことも含めて委託す

ることを考えております。

●濱委員 委託先というのは、今まで管理してもらった会社に委

託して分析等をしてもらい、事業を進めていくというこ

とでよろしいですか。

●生涯学習課 今回、試験栽培地を造成する前に設計を行って、それ

長 から基礎資料となる水位調査等を行なった会社がありま

す。今のところ、その業者が土壌分析等も行なえるノウ

ハウを持っています。ただし、委託契約ですので、その

時点で、対応できる業者が他にあるようでしたら、それ

も含めて、見積合わせ等、適正に取り進めていくことに

なります。

●教育長 次にスポーツ課所管事項について何かありますか。

（ありませんの声）

●教育長 なければ、本件を原案のとおり決定してよろしいです

か。

（はいの声）

●教育長 では、そのように決定いたします。

●教育長 次に、議案第56号「教育委員会の事務の管理及び執行

状況に係る点検・評価報告書について」を議題といたし

ます。職員は、提案理由と議案内容の説明をしてくださ

い。
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●管理課長補 ただ今上程いただきました、議案第56号「教育委員会

佐 の事務の管理及び執行状況に係る点検・評価報告書につ

いて」、その提案理由と内容について説明いたします。

なお、本日の説明につきましては、内容が多岐にわた

りますことから、例年通り、報告書の組み立ての状況並

びに教育事務評価会議による評価の概要についてのみ、

ご説明させていただきますことを、ご理解願いたいと存

じます。

この報告書の作成にあたっては、３名の委員の方々に

事前に報告書をお配りし、本年11月22日に事務評価会議

を釧路教育大学で開催し評価をいただいております。

報告書１ページをご覧下さい。

Ⅰの「はじめに」であります。

１として「点検及び評価の趣旨」であります。地方教

育行政の組織及び運営に関する法律で、教育委員会は、

毎年、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状

況について点検・評価を行い、その結果に関する報告書

を議会に提出するとともに、公表することが規定されて

おります。

厚岸町教育委員会におきましても、平成20年から作成

しており、13回目となる今回は、令和２年度事業分の点

検・評価となっております。

次に、２として「点検及び評価の対象」でございます

が、令和２年度厚岸町教育行政執行方針、第６期厚岸町

総合計画第１次実施計画及び令和２年度厚岸町一般会計

予算に計上された教育費に関する事務事業としておりま

す。

次に３として、「点検及び評価の視点」でございます

が、教育委員会会議の開催状況をはじめ、各種審議会等

の活動状況、教育行政執行方針の検証及び予算執行状況

について、妥当性や有効性の視点から事務の点検及び評

価を行っております。
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左ページの目次にございますように、Ⅱの「教育委員

会の活動状況」については２ページになり、３ページか

らⅢの「教育委員会事務局の活動状況」となり、教育委

員会事務局組織をはじめ、管理課、指導室、生涯学習課、

スポーツ課の各課における事務・事業については23ペー

ジまでとなっております。Ⅳの「学校評価の概要」につ

きましては24ページから38ページまで。Ⅴの「児童生徒

の推移」につきましては39ページ。Ⅵの「教育事務評価

の概要」につきましては40ページから42ページまで。Ⅶ

の「令和２年度教育行政執行方針検証表」につきまして

は43ページから60ページまで。Ⅷの「事務事業予算執行

状況報告書」につきましては61ページから77ページまで

となっております。

１ページにお戻りください。

４として「学識経験者の知見の活用」でございますが、

事務の点検・評価を行うにあたり、その客観性確保のた

め、教育に関し学識経験を有する方として、山田和弘氏、

竹本和彦氏、玉井泰之氏の御三方にご意見やご助言をい

ただいております。

その概要につきましては、報告書40ページから42ペー

ジに記載しております。

40ページをご覧願います。

１「学校教育に関わっての推進状況について」ですが、

「学校教育や社会教育に計り知れない影響を与えたコロ

ナ禍によって振り回された一年であったが、この経験・

体験は今後において大きな教訓になると思われる。その

対応について、検証し、良かった点や反省、問題点、今

後における諸課題などを多岐にわたって討議し、そこか

ら学んだことを一つの教育財産として捉え、学習方法や

学習支援のあり方、危機管理意識の徹底などにつなげ、

今後に生かしていってもらいたい。そして、このことを

踏まえながら、今日的な教育課題に対応し、児童生徒の

持つ可能性を伸ばし、心豊かな人間性や社会性、そして、
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命の大切さ、学習することの大切さを児童生徒に根付か

せてもらいたい。

どんな困難状況下にあっても、しっかりと教育活動に

取組んできた厚岸町の教育が、地域とともに子どもを守

り育て、力強く生きる力を培っていく「知・徳・体」の

教育活動をさらに充実、発展させていくものと考える。

この１年での取組みが今後の教育に役立つことを切に願

う。」と評価されております。

２「学校教育関係」では、同じく40ページに(1)「確

かな学力の育成」について、(2)「豊かな心の育成」に

ついて。次ページ、41ページからは、(3)「健康な体の

育成」について、(4)「ふるさと・キャリア教育の推進」

について、(5)「今日的な教育課題」について、それぞ

れ評価をいただくとともに、今後の取組みについて、様

々なご提言もいただきました。

40ページにお戻りください。

例として、(1)「確かな学力の育成」についてを述べ

させていただきますと、「教育現場では、コロナ禍の影

響を受けながら、「育てたい学力の明確化」ということ

を基底に、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授

業改善のほか、積極的に学びを求めていく意欲や表現を

高めていく取組みが見られたこと、また、少人数指導、

チーム・ティーチング（Ｔ・Ｔ）、補充学習などの取組み

の一方で、配慮を要する児童生徒への細やかな支援体制

など「確かな学力の定着」とともに、「誰一人取り残さ

ない教育」を、各学校が創意工夫しながら取組んでいる

ことは大いに評価できるものであり、現場の教職員や教

育環境を整備している教育行政の姿勢と努力についても

高く評価したい。」。

(2)「豊かな心の育成」についてでは、下から４行目、

「各学校がいろいろな読書活動を通して読書意欲を喚起

し、読書習慣を身に付けられるよう、取組んでいること

は本当に素晴らしいことである。これからも学校司書や
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情報館などによる図書活動の取組みを活用しながら、幅

広く、そして豊かな読書活動を進めていってもらいた

い。」との提言もいただいております。

また、次ページ、41ページの(4)の「ふるさと・キャ

リア教育の推進」についてでは、「地域の人材や素材、

各施設、地元企業の協力を得て、体験学習や活動、キャ

リア教育の推進を通して、地域の良さやふるさとの持つ

素晴らしさを自らの目で、肌で知ることは、将来に向け

ての礎になる。さらなる継続・発展を期待したい。

また、厚岸は歴史の町でもある。厚岸の先人たちがど

のように厚岸を切り拓いてきたのか、今の厚岸を知る意

味でも重要である。厚岸に伝わるアイヌ語地名や伝説、

くらし、漁業・酪農の歩み、歴史を今に伝える建造物や

文献など、多くの財産、宝を大いに活用し、「ふるさと

教育」の内容充実を図っていってもらいたい。そして、

厚岸の歩み・歴史を学び、今の厚岸の姿を捉え、厚岸の

将来に向けての夢やアイデアを、そして、ふるさとに根

付く「生きる力」を育てていくことを願うものである。」

とのご意見もいただいております。

42ページの３「社会教育関係」では、(1)において、

社会教育施設の充実とその活用について述べられており

ます。上から２行目ですが、「(1)厚岸町は、社会教育

施設が充実しており、それを今後どのようにいかしてい

くかが重要である。過去の住民意識調査の結果からも、

自分の町は魅力ある町だという意識は住民間で共通して

持っている部分であるので、社会教育施設を活用して、

地域全体でどのようにしていくかが大事である。それが、

自分の生き方、アイデンティティーの形成に繋がってい

くのだと思う。そして、このことが自分の町に誇りを持

てるかどうかに直結する部分である。」。

２行おきまして、「厚岸町は、これまでも地域の探求

活動を推進してきており、社会教育施設も大変充実して

いる。現在、国が推し進めている「令和の日本型学校教
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育」で求められていることは、知識の詰め込みではなく、

自分で仮説を立て、課題を調べ、論を組み立てていく力

である。この力は、町の将来を担う子どもたちが社会の

中できちんと活躍できるために必要な力となる。この力

を子どもたちに身に付けさせることは、全国的な課題で

あるが、厚岸町はこの点をきちんと実行していると言え

る。」との評価をいただいております。

４「教育行政全般」では、「(2) 現在、学校、社会教

育、子ども、家庭など、様々な場面で様々な課題が生じ

ている。そのような状況において、一番危惧しているの

は、子どもたちが成長する中で、人との関わりがあらゆ

る場面で希薄になってきているのではないかという点で

ある。今一度、地域社会における学校の役割、そして、

それぞれがそれぞれの役割を見つめ直す必要があるので

はないかと感じる。その点からも、厚岸町の教育行政は、

きちんと機能しているものと高く評価できる。厚岸で生

まれ育った子どもたちが、「厚岸は素晴らしい」と思え

るよう、引き続き、教育行政の推進と充実を図っていっ

てもらいたい。そして、それが町づくりに繋がっていけ

るよう、願っている。」と評価していただいております。

以上、大変簡単な説明ではありますが、令和３年度、

厚岸町教育委員会の事務の管理及び執行状況にかかる点

検・評価報告書の説明とさせていただきます。

ご審議の上、ご承認賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。

●教育長 内容は、「教育委員会の事務の管理及び執行状況に係

る点検・評価報告書について」であります。これから質

疑を行います。

●濱委員 今回の報告書については、直接関係ないのかもしれな

いんですが、５ページに「厚岸町学校運営協議会」につ

いての記載があるのですが、今までの各学校単位ではな
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く、湖南地区、湖北地区、太田･片無去地区という、再

編した中で、新しい仕組みに基づいて各地区で協議がも

たれている。回数も、各地区で年３回開かれている。

ただ、どういう話がここで話し合われているのかがわ

からないというか、教育委員の方に伝わってこないので、

できれば年一回でもいいので、教育委員会会議において

具体的にどういう検討がなされているのかを教えていた

だければと思うのですが。

要は、教育委員会全体で考えた方がいい内容だったり、

各学校単位で考えた方がいいものだったりという部分も

あるかと思うんです。せっかくある協議会なので、年一

回くらいは教育委員会会議でこういう内容が検討されて

いるといった議論があってもいいのではないかと思いま

す。ぜひ、検討願えればと思います。

●指導室長 厚岸町学校運営協議会の活動については、各地区の学

校運営協議会の中で内容を検討しているのですが、その

全体については、教育委員の皆様にお伝えしておりませ

んでした。今後、どのような形でご報告できるのか、検

討し対応してまいりたいと思います。

●教育長 他にございませんか。

（ありませんの声）

●教育長 なければ、本件を原案のとおり決定してよろしいです

か。

（はいの声）

●教育長 では、そのように決定いたします。

●教育長 その他、総体的に何かございますか。
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（ありませんの声）

●教育長 なければ、以上で、本日の会議日程は全て終了しまし

た。これをもちまして、第15回教育委員会を閉会します。


